
 

 

      

ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 
代表 愛 沢 伸 雄  

〒294-0036 千葉県館山市館山 1016 さらしな館  TEL&FAX：0470-22-8271 

Ｅﾒｰﾙ awabunka@awa.or.jp 公式ｻｲﾄ http://bunka-isan.awa.jp  

会員・寄付募集中！ ⇒  郵便口座 ００２６０-１-９７３０７ 名義：ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 
年会費＝Ａ会員 2,000 円（総会議決権あり） ／ Ｂ会員：個人 1,000 円（ニュースのみ送付）・法人 10,000 円 

   ２０１９．１．１５ 

 

     

 

 
 

 

◎ 第 52回千葉県歴史教育研究集会 ～子どもと地域・社会科を考える～ 
    参加費: 会員以外の市民・学生 1,000 円 教員・会員 2,000 円   主催：千葉県歴史教育者協議会 

１月１９日（土）  会場：新勝寺信徒会館 

13:00～13:50 地域実践報告 「防空法と千葉市空襲」渡辺哲郎（高校教員） 

14:00～15:30 記念講演   「歴史認識と戦争責任」山田朗（明治大学教授） 

１月２０日（日）  会場：成田高校 

 9:20～12:10・13:40～16:30 分科会（小学校・中学校・日本・世界・地域・平和と民主主義） 
【NPO ﾒﾝﾊﾞｰ発表】 平和と民主主義 10:20～ 河辺智美 「ウガンダ訪問と支援コーヒーキャンペーンの報告」 

           地域      14:40～ 愛沢伸雄 「安房高女にみる地域教育～大正期を中心に」 

           地域       15:40～ 関和美 「旧安房南高校資料にみる学校図書館の歴史と教育」 
 

◎ 安房歴史文化研究会・公開講座                                     主催：安房歴史文化研究会 

   １月２６日（土） 14：00～15:30  会場：館山市コミュニティセンター       資料代 200 円 
      講師：愛沢伸雄 「安房高等女学校にみる地域教育～大正期を中心に」 

   県立安房南高校は統廃合となり 10 年余り経過しました。指定文化財である木造校舎の保存と活用を通じてまち 

づくりを進めようと、「安房高等女学校木造校舎を愛する会」を設立しました。県の委託を受けて見学会を開催し、千

人が来場し大きな反響を呼びましだ。同校にはたくさんの 

貴重な資料が残されています。安房高等女学校創立から

（1907 年）から大正期にかけて、特に注目すべきは、教員

養成や自由教育の推進などに取り組んでいることです。

女子教育が果たした地域での役割などを紹介します。 
         

◎ 戦跡ガイド学習会    ２月３日（日）             主催：ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 

9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

 （個人や小グループを対象に、随時おこなっています。） 

13:00～15:30 学習会 会場：豊津ホール学習室  参加費無料 
    ＢＳテレビ東京『ミステリアスジャパン』 上映鑑賞 

   「巨大地下要塞と謎の直接軍政 4日間〜千葉県館山市〜」. 

         番組の詳細は、次ページの橋本芳久さん寄稿を参照。 

         その裏付けとなる資料などを講義で紹介します。 
 

◎ 寺子屋講座～四ツ目垣ワークショップ    ３月７日（木） 9:30～15:30  ※雨天は翌８日（金）に順延   

      会場：青木繁「海の幸」記念館（小谷家住宅）   主催：青木繁《海の幸》誕生の家と記念碑を保存する会 

      講師：小池英憲氏 （樹木医）       参加費無料   持参：軍手・タオル等 

記念館の開館に合わせて、四ツ目垣を作ってから３年が経ちました。風雨にさらされ少し傷んできたので、 

作り方を学びながら、皆さんで庭園整備をしたいと思います。竹材の提供も大歓迎です。 

     

mailto:　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅﾒｰﾙnpo@internet-ex.com
mailto:　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅﾒｰﾙnpo@internet-ex.com
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◎ 安房の美術散歩バスツアー（鴨川・白浜・館山）   ３月１９日（火）  【要予約】 

 ・定 員：25 名（先着順）  申込： 090-3218-3479（河辺）  ※行程は事情により変更の場合もあります。 

 ・参加費：会員 2,000 円・一般 3,000 円（昼食代・入館料等含む）  

・行  程：  出発  8:20 布良崎神社    8:25 平砂浦ふれあいショップ   8:40 南総文化ホール 

         解散  15:50   〃     15:45      〃            16:10   〃    

① 鴨川市郷土資料館：講義・見学（波の伊八など） 

② 江澤館（画家ゆかりの宿）：見学・昼食 
1931（昭和６)年、画家の安井曾太郎は太海

の江澤館に滞在し、４階の窓から 「外房風

景」を描きました。鴨川松島と呼ばれる景観

は多くの画家に愛され、館内には向井  

潤吉・鈴木信太郎・野口弥太郎など多くの

著名な画家の色紙が展示されています。             

③ 下立松原神社（寺崎武男絵画館）：見学 

  GWには、青木繁記念館と布良崎神社で寺崎武男原画展を特別公開の予定です。 

④ 円光寺（青木繁と福田たねが滞在）：見学 
布良滞在の翌 1905（明治 38）年、青木繁と懐妊中の福田たねが伊戸に再来訪しました。青木は、焼き釘を

使って円光寺の板戸４枚に平砂浦の荒波を描いています。そのイメージソースになったと思われる波の伊八

の欄間彫刻「波と龍」を見学します。 

              
 

⑤ 道の駅・南房パラダイス（門扉レプリカ「海の幸」）：見学 
開園中は気づきにくいのですが、 

門扉が閉じられていると 

「海の幸」を見ることができます。 

   

 

 

 

 

 

 

主催：青木繁《海の幸》誕生の家と記念碑を保存する会 

ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 
 

◆ ＮＰＯツアーガイド＆講演のスケジュール ◆    
＊10 名以上の団体のスタディツアーガイド（有料）を承っています。  …座学・テキスト付=@1,500 円／赤山のみ=@500 円×人数 

＊毎月第一日曜の午前は、個人や小グループを対象に、赤山地下壕ガイドサービス（無料）を実施しています。     

１月１６日（水）13:30～14:30 千葉県観光物産協会教育旅行モニター10名＝赤山 

２月 ３日（日） 9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

２月 ４日（月）13:00～17:00 ＪＲ東労組千葉地本 30名＝座学・大房岬 

２月 ５日（火） 8:10～11:45     〃           ＝かにた・赤山・掩体・上陸 

２月 16 日（土）10:00～15:30 パルシステム親子教室 40 名＝赤山・座学・四面石塔 

３月 ３日（日） 9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

３月 ６日（水）10:00～14:30 アサココ（ミニコミ誌）20 名＝布良・青木繁  

３月２３日（土）10:30～15:00 大網白里市生涯学習課 32 名＝座学・赤山 

４月 ７日（日） 9:30～12:30 赤山地下壕ガイドサービス   

安井曾太郎 「外房風景」 大原美術館蔵 

波の伊八 『龍と波』 円光寺蔵                 青木繁 円光寺板戸 『海景』 個人蔵  

①

②

③

④
⑤

布良● 

【コースMAP】 

御 礼 

戦跡ガイドで活躍されてき
た斉藤秀男さんが、２月末
で横浜に転居されること
になりました。長い間あり
がとうございました。 
どうぞお元気で、ますます
ご活躍下さい。また会える
日を楽しみにしています。 



 

 

 

 

赤
山
地
下
壕
は
い
つ
作
ら
れ
た
か
、 

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ 

東
京
の
『
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
ジ
ャ
パ
ン
』
と

い
う
番
組
で
、
「
巨
大
地
下
要
塞
と
直
接

軍
政
４
日
間
の
謎
」
と
い
う
テ
ー
マ
の 

特
集
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

館
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
解
説 

看
板
に
よ
る
と
、
「
昭
和
10
年
代
の
は
じ

め
に
、
ひ
そ
か
に
建
設
が
は
じ
ま
っ
た
と

い
う
証
言
も
あ
り
ま
す
」
と
す
る
一
方
で
、

「
昭
和
19
年
よ
り
後
に
建
設
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」
と 

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
番
組
は
、
こ
の
矛
盾

を
検
証
し
よ
う
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

長
年
に
わ
た
り
、
戦
争
遺
跡
の
調
査 

研
究
に
あ
た
っ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

安
房
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長

の
池
田
恵
美
子
さ
ん
が
出
演
し
、
調
査 

報
告
と
見
解
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。 

東
京
湾
の
入
口
に
あ
た
る
館
山
は
、 

幕
末
か
ら
台
場
が
造
ら
れ
、
明
治
か
ら 

昭
和
に
か
け
て
東
京
湾
要
塞
の
拠
点
で

し
た
。
関
東
大
震
災
直
後
の
海
を
埋
め 

立
て
て
、
昭
和
５
年
に
開
か
れ
た
館
山 

海
軍
航
空
隊
は
、
空
母
パ
イ
ロ
ッ
ト
の 

養
成
基
地
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
赤
山 

地
下
壕
は
、
そ
の
管
制
塔
を
担
う
軍
極 

秘
の
地
下
要
塞
と
し
て
、
震
災
後
の
地
質

を
調
査
し
た
う
え
で
場
所
を
選
定
し
、 

専
門
部
隊
に
よ
り
建
設
が
始
ま
っ
た
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
考
え
て
い
ま
す
。 

重
要
な
証
言
者
と
し
て
、
赤
山
の
前
で

生
ま
れ
育
っ
た
元
館
山
市
教
育
長
の 

高
橋
博
夫
先
生
（
昭
和
２
年
生
ま
れ
）
は
、

日
米
開
戦
（
真
珠
湾
攻
撃
）
前
か
ら
掘
削

が
始
ま
っ
て
い
た
と
明
言
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
「
戦
後
70
年
」
の 

 

節
目
に
、
米
国
テ
キ
サ
ス
軍
事
博
物
館 

よ
り
様
々
な
資
料
を
入
手
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
に
、
終
戦
直
後
の
館
山
に
上
陸
し

た
米
占
領
軍
の
兵
士
の
報
告
書
が
あ
り
、 

「
館
山
海
軍
航
空
基
地
で
、
完
全
な
地
下

海
軍
航
空
司
令
所
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
に

は
完
全
な
信
号
や
電
源
、
他
の
様
々
な
装

備
が
含
ま
れ
て
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
終
戦
時
に
は
赤
山

地
下
壕
が
完
璧
な
状
態
で
存
在
し
て 

い
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す 

こ
れ
ら
の
事
柄
を
総
合
的
に
考
え
る

と
、
赤
山
地
下
壕
は
、
戦
争
末
期
の
い
わ

ゆ
る
防
空
壕
で
は
な
く
、
か
な
り
早
い 

段
階
か
ら
秘
密
裡
に
建
設
が
始
ま
っ
た

と
い
う
説
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
証
言
や
資
料
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
館
山
市

教
育
委
員
会
で
は
、
市
指
定
史
跡
の
解
説

に
つ
い
て
再
度
の
調
査
検
討
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

番
組
で
は
も
う
ひ
と
つ
の
謎
と
し
て
、

ミ
ズ
ー
リ
号
降
伏
文
書
調
印
式
の
翌
日
、

昭
和
20
年
９
月
３
日
に
米
占
領
軍
３
５

０
０
名
が
館
山
に
上
陸
し
、
全
国
唯
一
４

日
間
だ
け
の
直
接
軍
政
を
館
山
に
敷
い

た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
ま
す
。 

は
っ
き
り
し
た
理
由
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
戦
後
日
本
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う

試
金
石
と
し
て
、
国
民
性
を
知
る
た
め
の

モ
デ
ル
占
領
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

仮
説
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

海
に
囲
ま
れ
た
半
島
先
端
の
館
山
で

は
、
古
く
か
ら
海
を
通
じ
て
交
流
や
共
生

が
あ
り
、
遭
難
救
助
が
当
た
り
前
と
い
う

助
け
合
い
の
精
神
が
生
き
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
戦
時
下
に
米
軍
機
が
海
に
墜
落
し

遺
体
が
漂
着
し
た
時
、
館
山
病
院
の
医
師

ら
は
検
死
し
て
埋
葬
し
た
そ
う
で
す
。 

館
山
病
院
の
川
名
正
義
副
院
長
は
、 

市
民
代
表
と
し
て
外
務
省
終
戦
連
絡 

委
員
会
と
と
も
に
占
領
軍
と
の
交
渉
に

あ
た
り
、
こ
の
事
実
を
伝
え
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
を
聞
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
安
心
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

も
し
館
山
で
ク
ー
デ
タ
ー
や
反
発
が

起
き
て
い
た
ら
、
沖
縄
の
よ
う
に
全
国
が

占
領
統
治
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
平
和
で
紳
士
的
な
館
山
市
民
の 

特
質
を
通
じ
て
日
本
の
国
民
性
を
知
り
、

軍
政
を
４
日
間
で
解
除
し
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
館
山
市
民
の
も
つ 

「
平
和
の
文
化
」
が
、
平
和
な
戦
後
日
本

を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
番
組

は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

番
組
は
、
知
ら
れ
ざ
る
館
山
の
一
面
に

つ
い
て
丁
寧
に
掘
り
下
げ
ら
れ
、
き
ち
ん

と
整
理
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、 

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
館
山
市
民

と
し
て
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま

し
た
。
全
国
の
多
く
の
人
に
見
て
ほ
し
い

番
組
で
あ
り
、
ぜ
ひ
再
放
送
を
望
む
と
こ

ろ
で
す
。 

 
 

 

な
お
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
毎
月
第
一
日
曜 

午
前
に
赤
山
地
下
壕
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
月
３
日
（
日
）
に

は
午
後
１
時
か
ら
豊
津
ホ
ー
ル
学
習
室

で
、
戦
跡
ガ
イ
ド
学
習
会
と
本
番
組
の 

上
映
を
企
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

皆
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

占領軍の館山病院視察 

（穂坂院長と川名副院長） 

赤
山
地
下
壕
の
30

万
人
到
達
と
Ｂ
Ｓ
の
紹
介
番
組
を
見
て
感
動 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
房
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

橋
本 

芳
久  

寄 稿 



 

 

 

                                 

                                 

パ
ズ
ル 

 

小
沢 

義
宣 

 

 

私
の
妻
、
道
子
が
昨
年
６
月
17
日
（
日
）

に
、
か
な
り
重
度
の
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
、

救
急
車
で
亀
田
総
合
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。 

な
ん
と
か
一
命
は
と
り
と
め
た
も

の
の
、
右
半
身
の
麻
痺
と
言
語
障
害
が
残

り
、
市
か
ら
要
介
護
５
と
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
嚥
下
障
害
が
あ
る
の
で「
胃
ろ
う
（胃
に

穴
を
開
け
る
こ
と
）
」
を
選
択
し
、
徐
々
に

口
か
ら
食
べ
る
量
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う

方
法
で
し
た
。 

 

皆
さ
ん
が
と
て
も
心
配
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
方
が
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

懐
か
し
い
知
り
合
い
に
会
う
と
、
妻
は
と
て

も
喜
ん
で
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
今
は
、
「
夢

く
ら
ぶ
」
と
い
う
施
設
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
担
当
（
理
学
療
法
士
）
の

大
川
伸
子
さ
ん
は
、
妻
が
仲
良
く
し
て
い
た

荒
井
恵
美
子
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
、
と
て
も

良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
が
め
ざ
ま
し
く
、
殆
ど

補
助
し
な
く
て
も
、
左
手
左
足
だ
け
で
車

椅
子
か
ら
ベ
ッ
ド
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
に
混
ぜ
た
52
枚

の
ト
ラ
ン
プ
を
印
ご
と
に
エ
ー
ス
か
ら
キ
ン
グ

ま
で
を
順
番
に
並
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

食
事
は
、
昼
食
だ
け
は
「
胃
ろ
う
」
を
使

わ
ず
、
お
か
ゆ
と
、
と
ろ
み
の
つ
い
た
お
か

ず
３
品
で
す
。
施
設
で
は
、
な
る
べ
く
「
胃
ろ

う
」を
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
方
針
で
す
。 

 

妻
の
こ
と
ば
か
り
書
い
て
き
ま
し
た
が
、

「
野
草
の
天
ぷ
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
「
流
し
そ

う
め
ん
」「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」な
ど
、
野
外
で
行

う
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
の
行
事
が
年
に
何
回

か
あ
り
ま
す
。 

使
用
す
る
道
具
の
う
ち
か
な
り
の
物
を
、

私
と
妻
の
両
方
の
車
に
助
手
席
に
ま
で
、 

荷
物
を
一
杯
に
乗
せ
て
行
き
ま
す
。
妻
の

車
は
台
所
用
品
が
多
く
、
鍋
、
ざ
る
、
ボ
ウ

ル
、
バ
ッ
ト
（
羊
羹
な
が
し
）
、
お
盆
、
包
丁
、

ま
な
板
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
積
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

行
事
が
終
わ
り
、
彼
女
は
そ
れ
ら
を
洗
っ

た
あ
と
、
丁
寧
に
ビ
ニ
ー
ル
に
く
る
ん
で
、 

ス
ト
ッ
カ
ー
に
し
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
。

「
ら
し
い
」と
い
う
の
は
、
７
月
25
日
の
「
村

上
さ
ん
ち
で
〝
流
し
そ
う
め
ん
〟
」
の
時
は
、

彼
女
の
発
症
後
だ
っ
た
の
で
、
飯
島
ヒ
ロ
子

さ
ん
の
助
け
を
借
り
て
私
が
準
備
し
ま
し

た
が
、 

そ
の
時
、
初
め
て
そ
の
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
前
日
の
準
備
で
は
、
ス
ト
ッ
カ
ー
の

中
か
ら
、
必
要
と
思
わ
れ
る
物
を
、
後
先

考
え
ず
に
、
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
車
に
積
み
込

み
、
会
場
に
運
び
ま
し
た
。 

 

会
が
終
わ
っ
て
、
し
ま
う
段
階
に
な
っ
て
、

さ
あ
大
変
、
ス
ト
ッ
カ
ー
に
収
ま
ら
な
い
の

で
す
。
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
を
立
体
的
に
し
た
よ
う
な
も
の

で
す
。
入
れ
た
り
出
し
た
り
を
何
度
も
繰

り
返
し
ま
す
が
、
う
ま
く
フ
タ
が
閉
ま
り
ま

せ
ん
。
パ
ズ
ル
が
う
ま
く
解
け
な
い
感
じ
で

す
。
改
め
て
、
妻
に
脱
帽
で
す
。 

 

入
り
切
ら
な
い
鍋
や
ボ
ウ
ル
な
ど
は
、
邪

魔
く
さ
い
と
思
い
な
が
ら
、
私
が
普
段
使
っ

て
い
る
食
器
棚
の
下
の
方
に
積
み
重
な
っ
て
、

次
の
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

 Repport  お正月のお守り貝みがき初め大会  

元旦から６日まで布良崎神社で、貝を磨いてお守りやアクセサリーを作る体験会を開きました。貝磨きは自分磨き。
約 150 名が参加し、充実したお正月を過ごしました。講師の福田康孝さんは 20 年にわたり貝磨きの技術を研鑽し、
2006年にはフロリダで開かれた貝芸術祭で日本人初のホビージュエリー部門１位を受賞。館山市（平砂浦）在住。 

   
 

     
 

  Repport  年金者組合安房支部文集『なの花』第 44 号（2019 年 1 月発行） 

日頃よりＮＰＯと連携を図っている全日本年金者組合安房支部は、 
強い絆で活動を進めています。毎年お正月に発行する文集は、ＮＰＯ 
が編集のお手伝いをしています。新屋敷孝さん・重子さん、愛沢伸雄 
さん、小沢義宣さん、橋本芳久さん、米津早雄さん、田中一男さん、 
斎藤陽子さん、田中房江さん、初山京子さんら共通するＮＰＯﾒﾝﾊﾞｰ 
の心温まる原稿を楽しめます。 （希望者は事務局まで） 

私たちの大切な仲間・小沢道子さんが脳梗塞で

倒れ、介護を余儀なくされています。皆さんも 

ご心配のことと思います。小沢義宣さんが文集

『なの花』で近況を報告していますので、その一

部を紹介させていただきます。義宣さんの健康

と道子さんの快復を心よりお祈り申し上げます。 



 

 

 



 

 

 


